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目的 遠隔転移切除後の予後に関わる因子を明らかにする 
データソース  
研究の選択  
データ抽出  

主な結果 

遠隔転移切除患者 77 例 
5 年生存率：単発 12％；多発 0％、完全切除 15％；不完全切除 4％、

単発で完全切除 18 

結論 

遠隔転移を切除すべき患者は、閉塞や出血などの症状軽減の目的、単

発で完全切除できること、連続した病変でも完全切除ができること、

組織学的に完全切除が行えると選別された症例、である。 
遠隔転移の切除は他の治療法より優れている。 

ﾚﾋﾞｭｰ研究の6項目 
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エビデンスのレベル分類（ IV ） 
遠隔転移を切除すべき患者の条件が示された重要な論文である。 
 
 
 
 
 
 

 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 




